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⑤宜野湾11号整備事業 

◆概要 

 市道宜野湾 11 号は戦後米軍の接収により普天間飛行場が建設されたため、消失し

た宜野湾街道（普天間並松）の付け替え道路として国道 330 号を補完することや、

地域内交通量の緩和、地域住民の生活環境の改善に大きく寄与することを目的と

して整備するものである。 

◆計画位置及び整備効果 

 宜野湾 11 号は配置図に示す様に、全長 L=3,467m のうち始終点の L=1,372ｍが完了

し、中間の L=2,095m は未整備区間となっている。 

 全線開通により、右折帯が無く走行性の悪い国道 330 号より交通分散が発生し、

国道 330 号の渋滞の緩和が見込まれる。 

 

⑥普天間飛行場周辺まちづくり拡充構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-12 普天間飛行場周辺まちづくり拡充構想 

普天間飛行場周辺まちづくり拡充構想 
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図 3-13 普天間飛行場周辺まちづくり拡充構想先行整備まちづくりイメージ 
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⑦アワセゴルフ場跡地土地区画整理事業 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-14 アワセゴルフ場地区跡地利用計画の概要 
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図 3-15 アワセゴルフ場地区 土地利用計画図 
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第Ⅲ章 キャンプ瑞慶覧跡地と周辺地域との開発・整備の検討 

４．周辺地域との一体的な開発・整備の検討 

（１）周辺地域との一体的な開発・整備をする上での導入機能の考え方 

１）基本的な考え方 

統合計画によって当地区の当面の返還区域が部分的となったことから、当初面的に展開

する予定であった機能導入について、返還予定地と周辺開発地区との連携によって、機能

の底上げを図ることが重要である。 

そこで、各拠点地区における導入機能を有機的に関連づけすることにより、地域全体と

して機能のバリューアップを図り、国内外における競争力の強化を目指す。 

特に、先行整備地区（西普天間住宅地区）への機能導入にあたっては、既存需要の先食

いや各返還予定地区のバッティングを起こさないよう、計画的にコントロールを行うほか、

新たな機能導入に際しては、既存機能の再整備や周辺市街地の活性化等、課題解決も考慮

する。 

その他、各返還予定地における施設やその中で実施される業種業態の誘致に際しては、

導入機能毎のビジネスマッチングを考慮するとともに、これらを連携するためのプラット

ホーム機能も合わせて構築する。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-16 各施設の連携によるバリューアップのイメージ図 
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第Ⅲ章 キャンプ瑞慶覧跡地と周辺地域との開発・整備の検討 

２）キャンプ瑞慶覧と連携する周辺開発地区の動向 

前述したとおり、統合計画によって、当面は部分的な返還に留まることから、時間軸

を勘案した検討が必要である。 

この際、規模や立地条件、知名度等から、当地区返還予定地の機能導入に大きなイン

パクトを与える普天間飛行場に加え、まとまった面積を有するキャンプ桑江南側地区も

返還の予定である。 

また、既に返還され事業が開始されている桑江伊平地区や、特に商業系の大規模土地

利用が想定されているアワセゴルフ場跡地についても開発が進展している。 

さらに、当地区返還予定地及び周辺市街地を含めた開発イメージにおいても、事業中

の北谷町フィッシャリーナを始め、コンベンションセンターを中心とした西海岸地域や

大山地区等の開発計画が検討されており、合わせて考慮するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-17 キャンプ瑞慶覧返還予定地区及び周辺市街地を含めた開発イメージ 
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第Ⅲ章 キャンプ瑞慶覧跡地と周辺地域との開発・整備の検討 

 （２）目指すべき産業振興・機能展開の方針から想定される機能導入 

広域拠点で想定される産業振興・機能展開の方針をベースに、開発動向やインフラ等の立

地条件から当地区及び周辺市街地において、現実的に導入が想定される機能（土地利用）に

ついて、以下のとおり整理した。 

 

                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

リゾートコンベンション産業
交通ターミナル機能、観光機能、宿泊機能、
MICE機能

文化産業 高等教育機能、歴史・文化・芸能機能

先進情報通信産業 業務機能、研究開発機能

健康産業
業務機能、研究開発機能、医療・福祉機能、
健康・スポーツ機能、自然環境・アメニティ機
能

医療・生命科学産業
業務機能、研究開発機能、医療・福祉機能、
高等教育機能

環境・エネルギー産業
業務機能、研究開発機能、自然環境・アメニ
ティ機能

都市型農業 観光型農業・漁業機能

国際物流流通産業 交通ターミナル機能、業務機能、物流機能

スポーツツーリズム 宿泊機能、健康・スポーツ機能

海洋産業
業務機能、研究開発機能、観光型農業・漁業
機能

国際協力・貢献機能

交通ターミナル機能、業務機能、研究開発機
能、物流機能、観光機能、宿泊機能、MICE機
能、医療・福祉機能、高等教育機能、健康・ス
ポーツ機能、歴史・文化・芸能機能

産業支援機能
交通ターミナル機能、業務機能、研究開発機
能、物流機能、宿泊機能、MICE機能

研究開発機能
研究開発機能、医療・福祉機能、高等教育機
能、自然環境・アメニティ機能、観光型農業・
漁業機能

専門人材育成機能
研究開発機能、医療・福祉機能、高等教育機
能

広域防災機能
交通ターミナル機能、行政機能、広域防災機
能

表 3-3 産業振興の方針 

表 3-4 機能展開の方針 
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交通ターミナル機能 駅、バスターミナル、高速道路IC等

行政機能 国・県等の出先機関、市役所(役場）、支所等

居住機能 低層住宅、中高層住宅、リゾートマンション、ビラ等

商業・アミューズメント機能 大規模複合商業施設、ショッピングモール、ロードサイド商業、アミューズメント施設等

業務機能 業務オフィス、データセンター等バックオフィス、研修所等

研究開発機能 研究施設、インキュベーション施設、産学官連携施設等

物流機能 物流・保税倉庫、トラックターミナル、アッセンブル工場等

観光機能 観光案内所、ビーチ、マリーナ等の観光アクティビティ等

宿泊機能 シティホテル、リゾートホテル、ビジネスホテル、長期滞在施設等

MICE機能 コンベンション施設、国際会議場等

医療・福祉機能 総合病院・クリニックモール、治療・健診施設、子育て、高齢者施設等

人材育成機能 国内外の大学分校、専門学校等

健康・スポーツ機能 スタジアム、アリーナ等

広域防災機能 防災公園、防災センター等

自然環境・アメニティ機能 大規模公園、保全緑地等

観光型農業・漁業機能 観光農園、直売センター、フィッシャーズマンズワーフ等

歴史・文化・芸能機能 歴史資産保全施設・資料館、博物館、文化界会館、図書館等

表 3-5 想定される導入機能と施設イメージ 
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 （３）導入機能の検討 

当地区返還予定地の立地条件や既に立地が確定もしくは検討されている計画をベースに、

地域全体の配置バランス、時間軸等を勘案し、関係市町村の意見を踏まえ各地区の機能導入

の方向性及び役割分担について検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-6 キャンプ瑞慶覧・基地返還地区の導入機能
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区
○
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キ ャ ン プ 瑞 慶 覧 基 地 返 還 地 区

103



第Ⅲ章 キャンプ瑞慶覧跡地と周辺地域との開発・整備の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-7 周辺市街地の導入機能 
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第Ⅲ章 キャンプ瑞慶覧跡地と周辺地域との開発・整備の検討 

（４）各導入機能の展開イメージ 

１）医療・福祉機能の展開イメージ 

沖縄県は、地勢的に本土のみならず中国、韓国、台湾や東南アジア諸国との中心的な

位置にあるほか、「長寿」県としてのイメージを有している。 

また、沖縄科学技術大学院大学、海軍病院、民間総合病院等のほか、西普天間住宅地

区が先進医療施設の候補地となっており、医療・福祉等の連携が検討されている。 

さらに、西海岸地域等の観光ゾーンにおいては、国内外から集客のため、医療、健康

等のメニュー提供は魅力づけのインセンティブになりうると考えられる。 

そこで、医療・福祉機能の展開イメージは以下のとおりに設定した。 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-18 医療・福祉機能の展開イメージ図 

ヘルスケア・リサーチパークの整備と医療・健康ツーリズムの提供 
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第Ⅲ章 キャンプ瑞慶覧跡地と周辺地域との開発・整備の検討 

（５）その他の導入機能のイメージ 

その他の導入機能についても展開イメージを下記に示す。 

１）商業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）業務・研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-19 商業の導入機能イメージ図 

図 3-20 業務・研究の導入機能イメージ図 
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第Ⅲ章 キャンプ瑞慶覧跡地と周辺地域との開発・整備の検討 

３）観光・宿泊・MICE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）人材育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-21 観光・宿泊・MICE の導入機能のイメージ

図 3-22 人材育成の導入機能のイメージ図 
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第Ⅳ章 広域構想の実現化方策の検討 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第Ⅳ章 広域構想の実現化方策の検討 

第Ⅳ章 広域構想の実現化方策の検討   

１．キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区における今後の取組みフロー 
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第Ⅳ章 広域構想の実現化方策の検討 

２．拠点返還地について 

（１）拠点返還地としての考え方の整理 

１） 交通の要衝及び広域的な緑地ネットワークの一環 

当地区の西普天間住宅地区は、中南部都市圏の中心に位置し、国道 58 号、国道 330 号及

び県道 81 号線等の主要幹線道路に隣接する交通の要衝となっているとともに、国指定文化

財が存在する斜面緑地等は、広域的な緑地ネットワークの一環をなす。 

２）周辺との連携による新たな拠点形成 

市町村区域を越えた広域的な見地から、他の返還予定の駐留軍用地の跡地利用や周辺市街

地の開発と連携した開発整備を行うことにより、新たな拠点を形成する重要な位置となる。 

３）医療拠点となる可能性 

同地区は重粒子線治療施設導入の候補地であり、国内外から医療ツーリズムや人材育成等

の関連施設の集積を図ることにより、本県の医療拠点となる可能性を有している。 

４）拠点返還地の指定 

沖縄県の自立的な発展及び潤いのある豊かな生活環境の想像の拠点となり得ることから、

跡地利用推進法第 26 条第 1項第 1号に規定する拠点返還地に指定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空港からのアクセス 

西海岸道路（整備中）利用 

車で約２０分 

水と緑の 

ネットワーク 

 

図 4-1 拠点返還地周辺状況図 
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